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蟻集･平成22年度女性特続唖員発足



一

活

動

内

容

　

一

-
､
I
L
火
災
予
防
に
関
す
る
広
報
活
動

☆
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動

☆
災
害
時
の
後
方
支
援
と
情
報
収
集

☆
消
防
団
各
行
事
へ
の
参
加

親
し
ま
れ
る
愛
称
募
集

消
防
団
員
の
身
分

消
防
団
は
､
消
防
本
部
･
消
防

署
と
同
様
に
市
町
村
の
消
防
機

関
の
1
　
つ
で
あ
り
､
そ
の
構
成
員

で
あ
る
消
防
団
員
の
身
分
は
非

常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
月
で
す
｡

消
防
団
昌
の
処
遇

条
例
に
基
づ
き
報
酬
'
手
当
て

が
支
給
さ
れ
ま
す
｡

一

応

-

-

I

小
川
飯
能
市
在
住
､
在
勤
(
在
学
含
む
)

年
齢
1
8
歳
以
上
4
5
歳
未
満
で
消
防

団
活
動
に
関
心
が
あ
る
方

☆
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

I

-

方

法

　

一

面
接
に
よ
る
選
考
を
行
い
ま
す
｡

一

採

用

時

期

　

一

平
成
2
2
年
4
月
1
日

入
団
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
先

埼
玉
西
部
広
域
消
防
本
部

警
防
課
　
消
防
団
担
当

T
E
L
　
九
七
四
-
七
二
二
七

F
A
X
　
九
七
四
-
七
二
二
八

〒
三
五
七
-
〇
〇
一
五

飯
能
市
大
字
小
久
保
二
九
一

飯
能
消
防
団
で
は
､
女
性
消
防

団
員
発
足
に
伴
い
'
市
民
の
皆
様

に
親
し
ま
れ
る
愛
称
を
募
集
い

た
し
ま
す
｡

採
用
者
に
は
豪
華
賞
品
(
-
)
を
'

応
募
者
全
貞
に
記
念
品
を
贈
呈

い
た
し
ま
す
｡

な
お
､
採
用
さ
れ
た
愛
称
に
複

数
の
応
募
が
あ
っ
た
場
合
､
誠
に

勝
手
な
が
ら
抽
選
で
決
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
｡

一

応

募

方

法

　

一

官
製
は
が
き
に
､
愛
称
と
郵
便

番
号
･
住
所
･
氏
名
･
電
話
番
号
､

消
防
団
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感

想
を
明
記
し
て
下
さ
い
｡

一

応

-

　

一

〒
三
五
七
-
〇
〇
一
五

飯
能
市
大
字
小
久
保
二
九
一

埼
玉
西
部
広
域
消
防
本
部

警
防
課
　
消
防
団
担
当

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
た
か
?

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
'
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
､
埼
玉
西

部
広
域
事
務
組
合
火
災
予
防
条

例
で
設
置
･
維
持
の
基
準
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
｡

設
置
の
時
期

平
成
二
〇
年
六
月
一
日
か
ら

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
下

さ
い
｡

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
･
ご
相
談
は

飯
能
消
防
団
　
埼
玉
西
部
広
域

消
防
本
部
　
予
防
課

T
u
J
L
　
九
七
E
]
-
七
二
二
二

ま
た
は
､

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

O
r
 
l
r
0
-
五
六
五
-
f
e
J
 
I



吾野地区〔10分団〕
6自治会合同防災訓練9/6　初期消火訓練

東吾野地区体育祭10/4 〔9分団〕
子どもたちも真剣!

加治地区〔6分団〕
自主防災会防災訓練9/6　バケツリレー訓練

3団合同訓練〔4,8,9分団〕

中継送水訓練7/5　小岩井地区

8舘を｡職域を-潜監守曾電静衰箇鮎か管
消防団では､火災や地震､台風などの災害から､地域住民の安全や安心を守るために様々

な活動をしています｡飯能市在住､在勤の18歳以上で心身共に健康な方ならどなたで

も入団できますoくわしくは､飯能消防団ホームページhttp://www.hannoィnatoi.com/を

ご覧くださいo入団希望の方は､下記の問い合わせ先までご連絡ください｡

飯能消防団員一同､心よりお待ちしております!

お問い合わせ:埼玉西部広域消防本部　警防課　TELO42(974)-7227

安
全
･
安
心

地
域
-
体
の
防
炎
訓
練

去
る
8
月
2
3
日
(
日
)
　
美
杉
台

中
学
校
に
お
い
て
'
飯
能
市
主

催
の
防
災
訓
練
が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
｡
当
日
は
､
美
杉
台

地
区
の
市
民
を
中
心
に
､
消
防
署
'

関
連
機
関
'
消
防
団
員
ら
約
7

0
0
名
の
参
加
者
の
中
､
初
期

消
火
訓
練
や
避
難
誘
導
訓
練
な

ど
有
意
義
な
活
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
｡

市
民
'
官
公
庁
'
地
元
企
業
､

消
防
団
員
な
ど
が
l
致
団
結
し

て
防
災
に
取
-
組
ん
で
い
ま
す
｡

飯
能
市
民

防
炎
意
織
が
高
ま
る

飯
能
市
の
各
地
区
に
て
､
自

主
消
防
組
織
に
よ
る
訓
練
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
｡
各
地

区
の
訓
練
は
､
そ
れ
ぞ
れ
工
夫

が
な
さ
れ
､
興
味
を
持
っ
た
市

民
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
｡

み
ん
な
で
協
力
し
､
助
け
合
い
､

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い

環
境
を
'
消
防
団
と
地
域
住
民

で
守
っ
て
い
ま
す
｡

飯
能
市
民
の
防
災
意
識
の
高

ま
-
が
感
じ
ら
れ
ま
す
｡

未
来
の
消
防
団
員
礎
生

消
防
団
と
一
緒

子
ど
も
た
ち
が
消
防
団
員
体
験
-

消
防
団
員
-
致
団
結

分
団
合
同
訓
練
　
中
継
送
水
で
は

隣
接
分
団
が
協
力
し
ま
す
｡



茜 一二 �5�6X,h��5(,ﾈ4ｨ4ﾘ/�+ﾘ.h.�,唏7�5�8ｸ/���*(,H*ﾘ+�+8*&�+x-x,H,ﾂ�
マスを埋めて､8コのマスの文字をアルファベット順に並べると答え 

になりますo｢天災は＼忘れた頃にやってくる日｣ 

1.飯能消防団の歳末警戒はこの為に行
っています｡

2.洋梨

3.言ったり､したりしてはならないこと｡

｢彼にはその話は-だ｣

4.青森県大間産が有名です｡

5.広い～な､大きい～な～

7.これを集めたら､億万長者になれるかも7

9.戦時中はここに逃げました｡防空00

12.消防団は地域､こっちは日本を守ります｡

13.野球の球種と言えば､〇〇〇〇〇､カ
ーブ､スライダー

14.今年の埼玉県予選の組合せで､聖望
学園は〇〇〇校でした｡

15.恩を○○で､返す｡

17.秋の夜長は､〇〇〇鑑賞｡

21.後ろの反対は7

1.テレビ収簾の時､芸能人が見てます｡

3.『結婚しようよ』を､歌ったのは､吉田

0000
6.温泉泊まって起きたらこれにかざる｡

8.波平さんの趣味は釣りと○○です｡

10.組織などの重要人物｡

ll.火の0000､マッチ1本火事のもと!

14.城のあった跡

16.料理を､運んでくる人｡

18.冷し中華の味付けは､醤油○○が好
きです0

19.羽子○○､まな〇〇､〇〇前､○○に

入る言葉は7

20,昔はここに､蒔ストーブを置いてま

した

22.お年寄りにはしてはしいですね｡

23.原市場地区の分団ですo

正解者の中から30名様に､豪華賞品(?)をプレゼントいたしますo官製はがき 

にクイズの答えと､〒､住所､氏名､年齢､職業(学年)､電話番号＼消防団に対する 
ご意見ご感想を明記して､下記のあて先までご応募くださいo 

締切り:平成22年1月10日(白)出初式までo 

あて先:〒357-0015飯能市大字小久保291番地 

防災センター飯能消防団プレゼントクイズ係 

ホームページ開設しました　http://www.hann0-matoi.com/

第二分団

宮内　誠さん
(昭和53年3月生)

■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●l

清勝団プレゼ.Jトクイズ
◆クロスワードパズル◆

蔓答え:〇〇〇〇〇〇〇〇

田浅膏高深沢平平吉堺中渋新宮
島島木沢田辺井山田野島田井田

健繁文直選亮利　　　　　便晃靖康
司樹弗樹夫一広剛修徹夫央幸司

※題字は吉田行男様にご協力をいただきました｡

1
 
1
月
2
 
8
日
出
午
前
8
時
よ
り
防
災
セ
ン
タ
ー
で
飯
能
消
防
団
特
別
点
検
が
行
わ
れ
ま
す
｡
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●
●
●
●
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ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
｡

第
六
分
団
に
新
車
庫
･
詰
所

加
治
地
区
を
担
当
す
る
第
六
分

団
に
新
し
い
車
庫
･
詰
所
が
完
成

し
四
月
に
開
所
式
を
行
い
ま
し
た
｡

加
治
東
小
学
校
東
方
に
新
築
さ

れ
た
二
階
建
て
の
車
庫
･
詰
所
に

は
､
そ
れ
ま
で
の
一
部
(
岩
沢
)
と

二
部
(
川
寺
･
笠
縫
)
が
合
併
し
た

新
一
部
が
入
-
､
小
型
ポ
ン
プ
積

載
車
一
台
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
｡

新
一
部
担
当
区
域
は
1
万
5
千

人
を
超
え
る
市
内
有
数
の
人
口
密

集
地
で
す
｡
特
に
火
災
予
防
活
動

を
積
極
的
に
行
い
'
地
域
の
皆
様

の
期
待
に
応
え
て
参
り
ま
す
｡

新
入
団
員
紹
介

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

い
よ
い
よ
平
成
二
十
二
年
度
よ

り
飯
能
消
防
頴
に
女
性
消
防
拭
員

が
誕
生
い
た
し
ま
す
｡
皆
様
の
ご

支
援
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
｡

さ
て
昨
今
地
域
防
災
観
織
が
発

足
し
｢
自
分
連
の
街
は
自
分
達
で

守
ろ
う
｣
と
意
識
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
｡
い
く
ら
時
代
が
発
展
し
て

も
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
'
助
け

合
い
精
神
は
1
番
大
切
で
あ
り
ま

す
｡

私
達
消
防
団
員
も
助
け
合
い
精

神
を
胸
に
今
後
と
も
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
｡

愛
す
る
家
族
が
住
む

地
域
の
た
め
に

宮
内
さ
ん
は
(
育
)
久
林
水
道
工

業
に
勤
務
し
､
四
月
の
入
団
式
で

は
新
入
団
員
を
代
表
し
て
堂
々
と

宣
誓
を
行
い
ま
し
た
｡
そ
ん
な
宮

内
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
｡

入
団
し
た
の
は
子
ど
も
の
同
級

生
の
親
御
さ
ん
が
消
防
団
に
入
っ

て
い
て
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
｡
ま
た
､
地
元
出
身
で
は
な
い

の
で
､
顔
を
広
げ
た
い
と
も
思
い

ま
し
た
｡

実
際
に
入
団
し
て
み
て
､
皆
さ

ん
親
切
で
感
謝
し
て
い
ま
す
｡

ま
だ
火
事
場
に
出
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
'
先
日
自
主
防
災
の

訓
練
に
参
加
し
て
初
め
て
放
水
を

体
験
し
ま
し
た
｡
水
道
設
備
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
'
水
圧
の
高

さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
｡

今
後
も
訓
練
や
予
防
活
動
に
努

め
､
早
-
第
一
線
に
立
て
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
｡

◎
団
本
部
分
団
長

班
長

班
長

第
一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

第
六
分
斑

第
七
分
団

第
八
分
団

第
九
分
団

第
十
分
団

第
十
-
分
団
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